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 氏名：島田  稜央

ⅠⅠ ははじじめめにに

連携協力校である名古屋市立 中学校におい

て 年 月から 年 月の 年 か月の期間

に学校サポーター活動と教師力向上実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの

実習を行った 実習を通して学級経営 授業づくり 学

校行事 部活動などを学ぶことができた

本稿では 「運動特性を踏まえた球技の授業づくり」

をテーマとして取り組んだ実践の成果と課題を述べる

ⅡⅡ 主主題題・・副副題題のの設設定定のの理理由由

（（ ））運運動動特特性性ににつついいてて

中学校学習指導要領解説保健体育編 文部科学

省 において 保健体育科の目標 内容及び内容

の取扱い等の改定の要点が示された （資料 ）

（ ）各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生

活における健康・安全について理解するとともに

基本的な技能を身に付けるようにする

（ ）運動や健康についての自他の健康課題を発見

し 合理的な解決に向けて思考し判断するととも

に 他者に伝える力を養う

（ ）生涯にわたって運動に親しむとともに健康の

保持増進と体力の向上を目指し 明るく豊かな生活

を営む態度を養う

資資料料 保保健健体体育育科科 目目標標のの改改善善ににつついいてて

運動の特性には つの考え方がある 佐伯

つ目は効果的特性である 効果的特性とは 心身の

発達や体力の向上に及ぼす効果面に着目した特性のこ

とである 主として運動の結果や効果に着目し 身体の

形成や体力づくりを目標とする体育のことを 「効果

的特性に着目した体育」と述べている

つ目は構造的特性である 構造的特性とは 運動固

有の技能面に着目した特性のことである 技術を中核

とする客観的な構造としてとらえる体育のことを

「構造的特性に着目した体育」と述べている

つ目は機能的特性である 機能的特性とは その運

動にどんな魅力を感じてどんな欲求を充足していくか

という点に着目した特性のことである それゆえ楽し

さを求める体育の学習指導では効果や構造的な特性か

ら運動をとらえるのではなく 楽しさとの関係から運

動の特性をとらえ それを原則として学習過程を計画

することが必要であると考える つまり 効果や構造に

着目しすぎると 運動（球技）の本来の楽しさを感じ

にくくなるのではないかと考える

（（ ））楽楽ししささとと運運動動のの特特性性

楽しさは 欲求の充足過程にみられる人間的経験の

根源的な概念であると報告している 佐伯

その中で それゆえ運動についてみるならば 運動

がそれに参加する者の欲求を充足するという機能的な

特性を中心に考える必要があると指摘をしている 例

えば 運動が強制されるような学習過程が組まれれば

運動の魅力の大半は失われ おもしろくなくなってし

まう 楽しさを求める体育では 子どもの自発性が尊重

され 子どもの創意工夫が生かされるような学習過程

が工夫されなければならないと報告している 実際に

実習においても 言われたことをやる体育になってい

ると感じ 生徒の自主性が損なわれてしまっていると

感じている

また 運動の必要性について理解させることは重要

であるが 生産性 つまり運動の効果へ意識を向けす

ぎ 過度に強調されると同様な結果を導くことになる

勝ち負けがはじめからわかっていては競争へ向か

う意欲はなくなるから 未確定性の保障も大切である

楽しさを求める体育は 人間と運動の内的な結びつき

を重要視する 運動が人を魅了し 参加する者の欲求や

願望を充足する運動の機能的特性を大切にしなければ

ならない

生徒の中でも運動の効果を理解して そのために運

動をしている様子はみられない むしろ 運動の内容や

仲間の存在に影響されている印象にある

「運動特性を楽しむ」とは何か？古澤（ ）は

資料 のように述べている

①興味・関心に応じて幅広く運動にふれ 今持って

いる力で楽しく運動する

②自分に合った運動を見つけたり 練習方法を工夫

して運動したりして 自分のめあてに進んで取り組

み 追求する楽しさを味わう

③追求の成果を生かして運動することで できるよ

うになった喜びを味わったり 互いに認め合ったり

して 運動の楽しさを味わう

資資料料 運運動動特特性性をを楽楽ししむむ体体育育科科指指導導のの工工夫夫

運運動動特特性性をを踏踏ままええたた球球技技のの授授業業づづくくりり

～戦術的気づきに着目して～

これは、一緒にゲームを行う中で生じる人間関係に

起因するトラブルを解決する必要がある。一般的に単

元の初期の段階から技術・戦術的な課題を要求する実

践が多いが、社会的課題の解決無くして、その要求

は、困難になることがあるとわかった。

②ゲームの量に比例して戦術的気づきもより多く生

まれると考えられる。

③これらの結果から、ゲーム中心の学習過程によっ

て、体育の目標である「豊かなスポーツライフ」の実

現に向かうことができると考えられる。
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ここでのボレーとは 投げ入れないこと 手で打って

相手コートに入れることを意味する

はじめはこの つのルールからスタートし 生徒か

らの意見が出るたびに ゲーム前で話し合ってルール

を追加していくことにした

【【手手立立てて②②】】

運運動動（（球球技技））をを楽楽ししいいとと感感じじるるたためめのの環環境境のの工工夫夫

・ネットの高さの配慮

ネットの高さを ｍ ｃｍに設定した 中学 年生男

子が少しジャンプするだけでスパイクが打ててブロッ

クができる高さに調整した

・コートの大きさの配慮

コートは縦 ｍ横 ｍに設定した 中学 年生男子

が 人でスペースを埋めることのできるサイズを選択

狭すぎると得点が入らなくなり 広すぎるとボールを

拾えなくなるためこのサイズの設定とした

・ボールの配慮

本研究の授業実践で使用するボールは ミカサ

公認スマイルバレー 号球である このボールは 実際

のバレーボールよりも柔らかいボールになっている

キャッチバレーボールを楽しくおこなうためにボール

が硬い 当たったら痛いなどの恐怖心を少しでも軽減

することが目的でこのボールを選択した

【【手手立立てて③③】】

メメイインンゲゲーームム中中心心でで試試行行錯錯誤誤をを積積みみ重重ねねるる

ゲームの時間を多く確保することによって 生徒の

ゲームに対する試行錯誤を促す 授業の流れは表 の

通りである 練習重視ではなく たくさんゲームをする

ことでゲームの中での気づきを大切にしたいと考えた

表表 授授業業のの流流れれ

時時間間

内内容容
ココーートト設設営営

準準備備運運動動
ゲゲーームム 振振りり返返りり

【【手手立立てて④④】】

仲仲間間同同士士でで意意見見をを伝伝ええ合合うう時時間間のの設設定定

試合が終わった後にチーム内での振り返りの時間

を設けることによって チームの課題発見や改善につ

なげる また 話し合いを通して チームの一体感を高

めさせる

ⅣⅣ 授授業業実実践践ににつついいてて

（（ ））授授業業実実践践のの概概要要

授業実践の概要は資料 の通りである

学年：中学校 年生（ 組）

生徒：男子生徒 名（ 組 名 組 名）

単元：ネット型「キャッチバレーボール」

（全 時間完了）

資資料料 授授業業実実践践のの概概要要

中学校学習指導要領解説保健体育編 文部科学

省 における中学校第 学年及び第 学年ネッ

ト型には「ラリーを続けることを重視して ボールや用

具の操作と定位置に戻るなどの動きなどによる空いた

場所をめぐる攻防を展開できるようにする 」「指導に

際しては 空いた場所への攻撃を中心にラリーを続け

る学習課題を追求しやすいようにプレイヤーの人数

コートの広さ 用具 プレイ上の制限を工夫したゲーム

を取り入れ ボールや用具の操作とボールを持たない

ときの動きに注目させ 取り組ませることが大切であ

る」となっている

中学校第 学年及び第 学年ではラリーを続けるこ

と 空いた場所をめぐる攻防を展開することが目的で

あるということがわかる 多くの時間をサーブやトス

ボレーなどの個人的な技能に時間を使うとゲームの経

験が少なくなってしまう しかし 技能が伴わないまま

ゲームをおこなってしまうと非常に難易度が高いため

学習指導要領の目的である空いた場所をめぐる攻防を

展開すること という戦術的な課題に生徒たちは及ぶ

ことができない

（（ ））生生徒徒のの実実態態

本研究では 実践を始める前に対象生徒 名にアン

ケートをおこなった 実践をおこなう前の状態で 「体

育（キャッチバレー）の授業は楽しいですか？」とい

う質問をおこなった 結果は図 の通りである

図図 アアンンケケーートト結結果果

上記のアンケート結果より楽しいと回答した生徒

が半分 普通と回答した生徒が半分という結果になっ

た 普通と回答した生徒の多数は「キャッチバレー」を

（（ ））機機能能的的特特性性ににつついいてて

機能的特性には ゲーム 克服スポーツ（達成スポー

ツ） ダンスに分類されており 球技はゲームに該当す

ると説明されている 佐伯

ゲームは参加する者の創意工夫や努力によって勝

敗を競う楽しさに基づくものであるから この特性が

すべての子どもに生かされなければならない つまり

ゲーム中心の学習過程が組まれることになり 低い技

能の子どもでも参加できるようなルールの工夫 勝敗

の未確定性が保障されるような力のバランス 子ども

の自発的な創意工夫と努力が生かされるような計画が

必要である 技能が低い生徒でもプレーに参加できる

ことを工夫することで 生徒が楽しいと感じ自主性が

生まれると考える

（（ ））戦戦術術的的気気づづききににつついいてて

「戦術的気づき」とは ゲームの進展の中で生起する

課題を見極め その課題の解決に必要な技能を選択す

る能力であると述べている（ ）

土田・榊原（ ）は 年代にイギリスで始動

した‟理解のためのゲーム指導（

）”（図 ）とは ゲーム中心の場

から 戦術的な気づき 適切な意思決定 技能発揮 パフ

ォーマンスという学習モデルであると報告している

日本では 戦術的な課題が誇張されたり 学習者の

状況にあわせて修正されたタスクゲームやドリルゲー

ムの中で 戦術的課題を解決しながらゲーム理解に基

づくゲームパフォーマンスの向上が目指されるように

なったと報告している

図図 モモデデルル

筆者は 球技が好きで楽しいものであると感じてい

る 私自身サッカーを小さいころからやっているため

か 球技を通して体を動かすことが好きである その中

で私は 体を動かすことが嫌いな人や苦手な人にも球

技を楽しいと感じてもらいたいと思い 実践を通して

球技を楽しいと感じてもらうための工夫を考えた

そこで私が疑問に感じたことは 私の感じる球技が

「楽しい」とは何か？ということである 一概に楽しい

といっても 体を動かすことが楽しい ボールを使うこ

とが楽しい 仲間と協力することが楽しい など色々あ

る中で 私が球技を「楽しい」と感じることは 戦術や

作戦を考えること それを実践することが楽しいと感

じる理由であると考えた よって 戦術的な理解に触れ

ることで球技を楽しいと感じてもらいたいと考えた

ⅢⅢ 研研究究ににつついいてて

（（ ））研研究究のの目目的的

本研究では 戦術的な気づきに着目した球技の授業

が生徒の体育における好意的態度に及ぼす影響を目的

とした

（（ ））研研究究仮仮設設

本研究の仮説として ゲーム中心の授業において 運

動特性を楽しみ 戦術的な気づきに触れることを通し

て 一人ひとりが運動（球技）の楽しさに気づくだろう

と設定した 体育を楽しむにもいろいろあると考え そ

の中でも戦術的な気づきに触れることでの運動（球技）

の楽しさをより感じられるのではないかと考えたため

この仮説を設定した

（（ ））研研究究のの方方法法

本研究では 名古屋市立の公立中学校の中学校 年

組の 名を対象にボール運動の中にある「ネット

型」の授業実践を クラス 時間完了でおこなった

授業実践を実施するにあたり つの手立てをおこな

った

（（ ））研研究究のの手手立立てて

【【手手立立てて①①】】

生生徒徒がが今今持持っってていいるる技技能能でで参参加加ででききるるルルーールルのの工工夫夫

戦術的な気づきに触れるためには まずは生徒全員

が平等に運動（球技）を楽しむことができる環境づく

りが大切である そのため筆者は 生徒が今持っている

技能で参加できる必要があると考え ルールを工夫し

た

ルールは資料 の通りである ルールについては 青

木 ）の授業実践を参考に設定した 初めは ルール

が複雑になりすぎないように つのみの設定とした

①ボールはキャッチする

② 球以内に返球する

③返球はボレーのみとする

資資料料 キキャャッッチチババレレーーののルルーールル

キャッチを認めることによって レシーブやトスの

技術がなくてもゲームに参加できるようにした しか

しゲームの難易度を下げすぎないように相手コートへ

の返球はボレーとした
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ここでのボレーとは 投げ入れないこと 手で打って

相手コートに入れることを意味する

はじめはこの つのルールからスタートし 生徒か

らの意見が出るたびに ゲーム前で話し合ってルール

を追加していくことにした

【【手手立立てて②②】】

運運動動（（球球技技））をを楽楽ししいいとと感感じじるるたためめのの環環境境のの工工夫夫

・ネットの高さの配慮

ネットの高さを ｍ ｃｍに設定した 中学 年生男

子が少しジャンプするだけでスパイクが打ててブロッ

クができる高さに調整した

・コートの大きさの配慮

コートは縦 ｍ横 ｍに設定した 中学 年生男子

が 人でスペースを埋めることのできるサイズを選択

狭すぎると得点が入らなくなり 広すぎるとボールを

拾えなくなるためこのサイズの設定とした

・ボールの配慮

本研究の授業実践で使用するボールは ミカサ

公認スマイルバレー 号球である このボールは 実際

のバレーボールよりも柔らかいボールになっている

キャッチバレーボールを楽しくおこなうためにボール

が硬い 当たったら痛いなどの恐怖心を少しでも軽減

することが目的でこのボールを選択した

【【手手立立てて③③】】

メメイインンゲゲーームム中中心心でで試試行行錯錯誤誤をを積積みみ重重ねねるる

ゲームの時間を多く確保することによって 生徒の

ゲームに対する試行錯誤を促す 授業の流れは表 の

通りである 練習重視ではなく たくさんゲームをする

ことでゲームの中での気づきを大切にしたいと考えた

表表 授授業業のの流流れれ

時時間間

内内容容
ココーートト設設営営

準準備備運運動動
ゲゲーームム 振振りり返返りり

【【手手立立てて④④】】

仲仲間間同同士士でで意意見見をを伝伝ええ合合うう時時間間のの設設定定

試合が終わった後にチーム内での振り返りの時間

を設けることによって チームの課題発見や改善につ

なげる また 話し合いを通して チームの一体感を高

めさせる

ⅣⅣ 授授業業実実践践ににつついいてて

（（ ））授授業業実実践践のの概概要要

授業実践の概要は資料 の通りである

学年：中学校 年生（ 組）

生徒：男子生徒 名（ 組 名 組 名）

単元：ネット型「キャッチバレーボール」

（全 時間完了）

資資料料 授授業業実実践践のの概概要要

中学校学習指導要領解説保健体育編 文部科学

省 における中学校第 学年及び第 学年ネッ

ト型には「ラリーを続けることを重視して ボールや用

具の操作と定位置に戻るなどの動きなどによる空いた

場所をめぐる攻防を展開できるようにする 」「指導に

際しては 空いた場所への攻撃を中心にラリーを続け

る学習課題を追求しやすいようにプレイヤーの人数

コートの広さ 用具 プレイ上の制限を工夫したゲーム

を取り入れ ボールや用具の操作とボールを持たない

ときの動きに注目させ 取り組ませることが大切であ

る」となっている

中学校第 学年及び第 学年ではラリーを続けるこ

と 空いた場所をめぐる攻防を展開することが目的で

あるということがわかる 多くの時間をサーブやトス

ボレーなどの個人的な技能に時間を使うとゲームの経

験が少なくなってしまう しかし 技能が伴わないまま

ゲームをおこなってしまうと非常に難易度が高いため

学習指導要領の目的である空いた場所をめぐる攻防を

展開すること という戦術的な課題に生徒たちは及ぶ

ことができない

（（ ））生生徒徒のの実実態態

本研究では 実践を始める前に対象生徒 名にアン

ケートをおこなった 実践をおこなう前の状態で 「体

育（キャッチバレー）の授業は楽しいですか？」とい

う質問をおこなった 結果は図 の通りである

図図 アアンンケケーートト結結果果

上記のアンケート結果より楽しいと回答した生徒

が半分 普通と回答した生徒が半分という結果になっ

た 普通と回答した生徒の多数は「キャッチバレー」を

（（ ））機機能能的的特特性性ににつついいてて

機能的特性には ゲーム 克服スポーツ（達成スポー

ツ） ダンスに分類されており 球技はゲームに該当す

ると説明されている 佐伯

ゲームは参加する者の創意工夫や努力によって勝

敗を競う楽しさに基づくものであるから この特性が

すべての子どもに生かされなければならない つまり

ゲーム中心の学習過程が組まれることになり 低い技

能の子どもでも参加できるようなルールの工夫 勝敗

の未確定性が保障されるような力のバランス 子ども

の自発的な創意工夫と努力が生かされるような計画が

必要である 技能が低い生徒でもプレーに参加できる

ことを工夫することで 生徒が楽しいと感じ自主性が

生まれると考える

（（ ））戦戦術術的的気気づづききににつついいてて

「戦術的気づき」とは ゲームの進展の中で生起する

課題を見極め その課題の解決に必要な技能を選択す

る能力であると述べている（ ）

土田・榊原（ ）は 年代にイギリスで始動

した‟理解のためのゲーム指導（

）”（図 ）とは ゲーム中心の場

から 戦術的な気づき 適切な意思決定 技能発揮 パフ

ォーマンスという学習モデルであると報告している

日本では 戦術的な課題が誇張されたり 学習者の

状況にあわせて修正されたタスクゲームやドリルゲー

ムの中で 戦術的課題を解決しながらゲーム理解に基

づくゲームパフォーマンスの向上が目指されるように

なったと報告している

図図 モモデデルル

筆者は 球技が好きで楽しいものであると感じてい

る 私自身サッカーを小さいころからやっているため

か 球技を通して体を動かすことが好きである その中

で私は 体を動かすことが嫌いな人や苦手な人にも球

技を楽しいと感じてもらいたいと思い 実践を通して

球技を楽しいと感じてもらうための工夫を考えた

そこで私が疑問に感じたことは 私の感じる球技が

「楽しい」とは何か？ということである 一概に楽しい

といっても 体を動かすことが楽しい ボールを使うこ

とが楽しい 仲間と協力することが楽しい など色々あ

る中で 私が球技を「楽しい」と感じることは 戦術や

作戦を考えること それを実践することが楽しいと感

じる理由であると考えた よって 戦術的な理解に触れ

ることで球技を楽しいと感じてもらいたいと考えた

ⅢⅢ 研研究究ににつついいてて

（（ ））研研究究のの目目的的

本研究では 戦術的な気づきに着目した球技の授業

が生徒の体育における好意的態度に及ぼす影響を目的

とした

（（ ））研研究究仮仮設設

本研究の仮説として ゲーム中心の授業において 運

動特性を楽しみ 戦術的な気づきに触れることを通し

て 一人ひとりが運動（球技）の楽しさに気づくだろう

と設定した 体育を楽しむにもいろいろあると考え そ

の中でも戦術的な気づきに触れることでの運動（球技）

の楽しさをより感じられるのではないかと考えたため

この仮説を設定した

（（ ））研研究究のの方方法法

本研究では 名古屋市立の公立中学校の中学校 年

組の 名を対象にボール運動の中にある「ネット

型」の授業実践を クラス 時間完了でおこなった

授業実践を実施するにあたり つの手立てをおこな

った

（（ ））研研究究のの手手立立てて

【【手手立立てて①①】】

生生徒徒がが今今持持っってていいるる技技能能でで参参加加ででききるるルルーールルのの工工夫夫

戦術的な気づきに触れるためには まずは生徒全員

が平等に運動（球技）を楽しむことができる環境づく

りが大切である そのため筆者は 生徒が今持っている

技能で参加できる必要があると考え ルールを工夫し

た

ルールは資料 の通りである ルールについては 青

木 ）の授業実践を参考に設定した 初めは ルール

が複雑になりすぎないように つのみの設定とした

①ボールはキャッチする

② 球以内に返球する

③返球はボレーのみとする

資資料料 キキャャッッチチババレレーーののルルーールル

キャッチを認めることによって レシーブやトスの

技術がなくてもゲームに参加できるようにした しか

しゲームの難易度を下げすぎないように相手コートへ

の返球はボレーとした

－401－



ールがまだ理解できていなかった」と記入した生徒が

人いた 時間目には 「難しかった」や「ルールを理

解できなかった」といった意見は出なくなった 時間

目の気づいたこと（感想）には 「楽しかった」「勝て

た」といった内容に対し 時間目は 「協力できた」

「考えていることが実践できた」などといった仲間意

識や思考が読み取れるようになっていった

ルルーールルのの変変容容

時間目が終わったあとでゲームの始め方 サーブ

の仕方 の つについて生徒から意見が出た 時間目

の初めにルールを確認し 生徒に投げかけた 話し合っ

た結果 サーブは投げ入れておこなうとした サーブは

打つのではなく投げいれるにすることで技能差をなく

すことができるため このルールへと変えていった

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

実践の 時間目は これまでの教師力向上実習と

時間目の生徒の様子を見て均等になるように 組を

人× チーム 人× チーム 組を 人× チーム

人× チームの計 チームに振り分けた チームは固

定して 回目までおこなうことを伝え このチームで

協力して戦っていく ボールを相手のコートに落とす

工夫のワークシートに「打つと見せかけてフェイント

をいれる」と書いた生徒に注目するとスパイクに見せ

かけたセットアップをした生徒が現れた これは 相手

のコートにボールを落とすための戦術的な工夫が見ら

れたと感じた

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目からは チームを決めてリーグ戦をおこな

ったため 気づいたこと（感想）には「チームが決定し

たからどう戦うかが考えられるようになった」「仲間の

苦手を知ってカバーしてあげるのが大切」（資料 ）と

いった声が上がった また 相手のコートに落とす工夫

では「相手のいないところの下に打つ」「強く打つと見

せかけて手前に落とす」自分のコートに落とされない

工夫では 「ボールを落ちるところを予測する」「声を

かけて協力する」といった内容が多かった

ルルーールルのの変変容容

時間目の終わりに ボールをキャッチしてから歩

くことについて意見が出た せっかく相手の位置を見

て奥を狙ったのにネットの近くまで歩くと無駄になっ

てしまうという声から 時間目の初めに生徒で話し

合いキャッチしたら止まるルールを採用した

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

時間目も同様に前回分けたチームでリーグ戦をお

こなった 前回のワークシートからチーム内で作戦を

立てるチームが増えてきた また 他チームの戦術や作

戦を真似してやってみるチームも増えた

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の生徒の気づいたこと（感想）には 「一番

強かったのは の弱いところはブロックをしてくれ

るからそれでサイドに「ちょん」とボールを触れば入

る」「 にアタックするときブロックしてプレッシャー

がきた ブロックは大事だと思った」（資料 ）といっ

た自分以外のチームの気づいたことを書いている生徒

が増えてきた 相手のコートに落とす工夫では 「手の

角度を変えて惑わす フェイントをかける」「あえて高

いボールを打ってキャッチミスを狙った」自分のコー

トに落とされない工夫では 「前 後ろ で守るとネ

ットの近くに落としてくるスパイクに対応できる」「も

う少し自分の守っている範囲だけでなく視野を広げる

そしたらボールを仲間が取りこぼしても自分が行けば

なんとかなる 」といったコメントが見られた このワ

ークシートから 相手のコートに落とす工夫では 相手

について書かれている内容が多く 自分のコートに落

とされない工夫では 自分たちについて書かれている

ことが多いことがわかる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

やったことがないと回答した

（（ ））種種目目のの選選定定ににつついいてて

本研究では 技術や技能に左右されず 技術や技能が

なくても楽しめるような授業を展開していくために

バレーボールを簡略化させたキャッチバレーを採用し

実践した

キャッチバレーの概要については表 の通りであ

る 組と 組の人数は違ったが 同じクラスでのチー

ム編成としたため人数に差が出てしまった

表表 キキャャッッチチババレレーーのの概概要要

【【チチーームムのの人人数数】】

組（ 名）

・ 人× チーム

・ 人× チーム

組（ 名）

・ 人× チーム

・ 人× チーム

【【ココーートトササイイズズ】】

・・縦縦 ｍｍ××横横 ｍｍ（（ ココーートト））

ｍｍ

ｍｍ

【【リリーーググのの試試合合形形式式】】

・・ チチーームムででリリーーググ戦戦ををおおここななうう 回回のの授授業業でで総総当当

たたりりををおおここななううににはは最最低低 試試合合はは必必要要ににななるる そそのの

たためめ 分分×× 試試合合ででままわわししたた 試試合合とと試試合合のの間間はは

分分 秒秒取取るる ここのの間間にに 話話しし合合いい 作作戦戦会会議議 ココーートト

移移動動 記記録録ををおおここななっったた

（（ ））単単元元構構想想

単元構想は表 の通りである 時間目をキャッ

チバレーのルールを理解する時間で取った まずは馴

染みのないキャッチバレーというスポーツを理解して

もらうことに費やした 時間目から 時間目までは

ゲーム中心の授業をおこなった 時間目にチームを

決めて 時間目まで同じチームでリーグ戦を戦ってい

くように設定した

表表 単単元元構構想想

時時間間

ねねららいい
ルルーールル

理理解解

ゲゲーームム理理解解

（（課課題題発発見見かからら課課題題克克服服））

内内容容
試試ししのの

ゲゲーームム
リリーーググ戦戦（（総総当当たたりり））

本研究では ゲーム中心に授業をおこない 単元を

前半と後半に分けておこなった

前半は 時間目と 時間目の計 時間でゲームの

ルールを把握することのみをねらいとした ゲームを

消化し とにかくキャッチバレーを経験しながらルー

ルを理解することを目的とした

後半は 時間目から 時間目の計 時間でリーグ

戦を行いチームで課題発見し 出た課題を解決するサ

イクルを回すことをねらいとした

（（ ））検検証証のの方方法法

．実践前後で使用したアンケートによる分析

．学習カードによる分析

．授業の映像による分析

．生徒からの意見 言葉による分析

．形成的授業評価による分析

上記 つの方法を用いて検証していく

ⅤⅤ 授授業業のの実実際際

（（ ））【【 時時間間目目 ゲゲーームム理理解解】】

実践の 時間目はキャッチバレーのルールを理解

することに使った 初めの 分は準備運動とコート設

営に使用 コートを生徒が全員で協力して準備する姿

が見られた 残りの時間はひたすらキャッチバレーに

触れてルールを確認する時間とした 生徒には毎時間

学習カードを書かせ 相手のコートに落とす工夫 自分

のコートに落とされない工夫 気づいたこと（感想）の

点を記入させた このワークシートから生徒の意見

を拾い 分析した

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の学習カードには ルールを理解するため

のゲームをたくさんおこなったため「楽しかった」「た

くさんできた」といった声が多く見られた また 「ル
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ールがまだ理解できていなかった」と記入した生徒が

人いた 時間目には 「難しかった」や「ルールを理

解できなかった」といった意見は出なくなった 時間

目の気づいたこと（感想）には 「楽しかった」「勝て

た」といった内容に対し 時間目は 「協力できた」

「考えていることが実践できた」などといった仲間意

識や思考が読み取れるようになっていった

ルルーールルのの変変容容

時間目が終わったあとでゲームの始め方 サーブ

の仕方 の つについて生徒から意見が出た 時間目

の初めにルールを確認し 生徒に投げかけた 話し合っ

た結果 サーブは投げ入れておこなうとした サーブは

打つのではなく投げいれるにすることで技能差をなく

すことができるため このルールへと変えていった

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

実践の 時間目は これまでの教師力向上実習と

時間目の生徒の様子を見て均等になるように 組を

人× チーム 人× チーム 組を 人× チーム

人× チームの計 チームに振り分けた チームは固

定して 回目までおこなうことを伝え このチームで

協力して戦っていく ボールを相手のコートに落とす

工夫のワークシートに「打つと見せかけてフェイント

をいれる」と書いた生徒に注目するとスパイクに見せ

かけたセットアップをした生徒が現れた これは 相手

のコートにボールを落とすための戦術的な工夫が見ら

れたと感じた

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目からは チームを決めてリーグ戦をおこな

ったため 気づいたこと（感想）には「チームが決定し

たからどう戦うかが考えられるようになった」「仲間の

苦手を知ってカバーしてあげるのが大切」（資料 ）と

いった声が上がった また 相手のコートに落とす工夫

では「相手のいないところの下に打つ」「強く打つと見

せかけて手前に落とす」自分のコートに落とされない

工夫では 「ボールを落ちるところを予測する」「声を

かけて協力する」といった内容が多かった

ルルーールルのの変変容容

時間目の終わりに ボールをキャッチしてから歩

くことについて意見が出た せっかく相手の位置を見

て奥を狙ったのにネットの近くまで歩くと無駄になっ

てしまうという声から 時間目の初めに生徒で話し

合いキャッチしたら止まるルールを採用した

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

時間目も同様に前回分けたチームでリーグ戦をお

こなった 前回のワークシートからチーム内で作戦を

立てるチームが増えてきた また 他チームの戦術や作

戦を真似してやってみるチームも増えた

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の生徒の気づいたこと（感想）には 「一番

強かったのは の弱いところはブロックをしてくれ

るからそれでサイドに「ちょん」とボールを触れば入

る」「 にアタックするときブロックしてプレッシャー

がきた ブロックは大事だと思った」（資料 ）といっ

た自分以外のチームの気づいたことを書いている生徒

が増えてきた 相手のコートに落とす工夫では 「手の

角度を変えて惑わす フェイントをかける」「あえて高

いボールを打ってキャッチミスを狙った」自分のコー

トに落とされない工夫では 「前 後ろ で守るとネ

ットの近くに落としてくるスパイクに対応できる」「も

う少し自分の守っている範囲だけでなく視野を広げる

そしたらボールを仲間が取りこぼしても自分が行けば

なんとかなる 」といったコメントが見られた このワ

ークシートから 相手のコートに落とす工夫では 相手

について書かれている内容が多く 自分のコートに落

とされない工夫では 自分たちについて書かれている

ことが多いことがわかる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

やったことがないと回答した

（（ ））種種目目のの選選定定ににつついいてて

本研究では 技術や技能に左右されず 技術や技能が

なくても楽しめるような授業を展開していくために

バレーボールを簡略化させたキャッチバレーを採用し

実践した

キャッチバレーの概要については表 の通りであ

る 組と 組の人数は違ったが 同じクラスでのチー

ム編成としたため人数に差が出てしまった

表表 キキャャッッチチババレレーーのの概概要要

【【チチーームムのの人人数数】】

組（ 名）

・ 人× チーム

・ 人× チーム

組（ 名）

・ 人× チーム

・ 人× チーム

【【ココーートトササイイズズ】】

・・縦縦 ｍｍ××横横 ｍｍ（（ ココーートト））

ｍｍ

ｍｍ

【【リリーーググのの試試合合形形式式】】

・・ チチーームムででリリーーググ戦戦ををおおここななうう 回回のの授授業業でで総総当当

たたりりををおおここななううににはは最最低低 試試合合はは必必要要ににななるる そそのの

たためめ 分分×× 試試合合ででままわわししたた 試試合合とと試試合合のの間間はは

分分 秒秒取取るる ここのの間間にに 話話しし合合いい 作作戦戦会会議議 ココーートト

移移動動 記記録録ををおおここななっったた

（（ ））単単元元構構想想

単元構想は表 の通りである 時間目をキャッ

チバレーのルールを理解する時間で取った まずは馴

染みのないキャッチバレーというスポーツを理解して

もらうことに費やした 時間目から 時間目までは

ゲーム中心の授業をおこなった 時間目にチームを

決めて 時間目まで同じチームでリーグ戦を戦ってい

くように設定した

表表 単単元元構構想想

時時間間

ねねららいい
ルルーールル

理理解解

ゲゲーームム理理解解

（（課課題題発発見見かからら課課題題克克服服））

内内容容
試試ししのの

ゲゲーームム
リリーーググ戦戦（（総総当当たたりり））

本研究では ゲーム中心に授業をおこない 単元を

前半と後半に分けておこなった

前半は 時間目と 時間目の計 時間でゲームの

ルールを把握することのみをねらいとした ゲームを

消化し とにかくキャッチバレーを経験しながらルー

ルを理解することを目的とした

後半は 時間目から 時間目の計 時間でリーグ

戦を行いチームで課題発見し 出た課題を解決するサ

イクルを回すことをねらいとした

（（ ））検検証証のの方方法法

．実践前後で使用したアンケートによる分析

．学習カードによる分析

．授業の映像による分析

．生徒からの意見 言葉による分析

．形成的授業評価による分析

上記 つの方法を用いて検証していく

ⅤⅤ 授授業業のの実実際際

（（ ））【【 時時間間目目 ゲゲーームム理理解解】】

実践の 時間目はキャッチバレーのルールを理解

することに使った 初めの 分は準備運動とコート設

営に使用 コートを生徒が全員で協力して準備する姿

が見られた 残りの時間はひたすらキャッチバレーに

触れてルールを確認する時間とした 生徒には毎時間

学習カードを書かせ 相手のコートに落とす工夫 自分

のコートに落とされない工夫 気づいたこと（感想）の

点を記入させた このワークシートから生徒の意見

を拾い 分析した

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の学習カードには ルールを理解するため

のゲームをたくさんおこなったため「楽しかった」「た

くさんできた」といった声が多く見られた また 「ル
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このルールを受けて ネットには触れていないが触れ

そうになるとネットの下をくぐり相手コートに侵入す

る生徒が少し現れた ネットには触れていないため相

手の得点にならないのでは？といった意見が生徒の中

で出てきて疑問が生じたため パッシング・ザ・センタ

ーラインのルールを生徒に話し センターラインを踏

み越えたときは相手の得点とするルールを採用した

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦（（作作戦戦決決めめ））】】

時間目からは ゲームを始める前にチームで作戦

会議をおこない 自分のチームが攻撃を主体とするチ

ームでいくのか それとも守備を主体とするチームで

いくのかを話し合ってホワイトボードの得点表の横に

記入させた すると自分のチームが攻撃を主体とする

チームで作戦を立てたチームは の チーム

自分のチームが守備を主体とするチームで作戦を立て

たチームは の チームという結果になった （表

）

表表 時時間間目目リリーーググ戦戦対対戦戦表表

攻攻撃撃

〇

－

●

－

〇

－

●

―

●

－

攻攻撃撃

●

－

〇

－

〇

－

●

－

●

－

守守備備

〇

－

●

－

●

－

●

－

△

－

攻攻撃撃

●

－

●

―

〇

－

●

－

●

－

守守備備

〇

－

〇

－

〇

－

〇

－

〇

－

攻攻撃撃

〇

－

〇

－

△

－

〇

－

●

－

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目からは自分たちでチームの作戦を立ててリ

ーグ戦をおこなったため気づいたこと（感想）には 作

戦についてのコメントが多く見られた 攻撃の作戦を

立てた チームは 勝 敗という結果になった この

結果を見て チームの生徒のコメントは 「攻撃に集

中しすぎて 守備まで頭がまわらなかった」（資料 ）

と記入している また 守備の作戦を立てた チームは

全勝という結果になった チームのコメントには

「失点が少なくなっていってとてもよかった」（資料 ）

と記入している 最後に生徒全体でホワイトボードを

見ながらの話し合いをしたところ「守備の作戦を立て

たほうが強いんじゃないかな？」や「次回の授業はも

っと攻撃に力入れて守備チームを倒す」「攻撃チーム

が点をたくさん入れてるから次回は守備で攻撃チーム

を抑える」といった意見が上がった 特に チームは

守備の作戦を立て ゲームでは味方にだけわかるよう

なサインを出していた サインによって誰が打つか 配

置をどうするかなどの作戦を立てていた

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ルルーールルのの変変容容

時間目まで毎時間ルールの変容をおこなってきた

が 時間目はルールについての意見は出なかった こ

の結果より 時間目までに定めたルールで生徒たちの

キャッチバレーは満足いくものに変わっていったと示

唆される

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦（（ままととめめ））】】

時間目も 時間目と同様に チームで作戦会議をお

こない 自分のチームが攻撃を主体とするチームでい

くのか それとも守備を主体とするチームでいくのか

を話し合ってホワイトボードの得点表の横に記入させ

た すると 前回の結果を踏まえて 攻撃を主体とする

チームは の チーム 守備を主体とするチーム

は の チームに分かれた 前回の授業から変更

したチームは の チームで チームは前回優勝

した チームを見て守備をがんばろうと作戦を変更し

た チームは守備で作戦を立てたが守り切れず負け

てしまったためひたすら攻撃する作戦に変更した

チームは前回の気づいたこと（感想）にもかいてあっ

た通り攻撃に集中して守備ができなかったため守備に

変更した （表 ）

前回守備チームが優勝したのでそれを受けて「守っ

たほうが強い」と考えるチームもあれば「もっと攻撃

したい」と考えるチームもいた

※赤文字での記入が前回から作戦を変更したチーム

ルルーールルのの変変容容

時間目の終わりに サーブを投げ入れるようにして

からネットの真下から投げ入れて落とす人が増えた

という意見が上がってきた ボールが届かない生徒も

いるため投げる位置は指定しなかったが この時間か

らはコートの後ろから投げ入れるよう統一した

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

時間目も前回同様にリーグ戦をおこなった 生徒

はある程度ルールもわかってきてゲームも白熱してき

た

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の生徒の気づいたこと（感想）には 「○○

くんがサーブに回転をかけていた」「サーブやアタック

の勢いが点を取るのに大切だと思った」（資料 ）とい

った技能に触れるようなコメントが多く見られた サ

ーブに回転をかけることや勢いをつけることで相手の

ミスを誘発し得点を重ねていくことができる 相手の

コートに落とす工夫では 多くの生徒が「アタックをい

ろんな人がすると読まれにくい（ 人打つ人を決める

と読まれてしまう）」「スパイクを打つとき タイミング

をずらすために相手をよく見てスパイクをする」とい

ったフェイントに触れるようなコメントが見られた

また 自分のコートに落とされない工夫では 「フェイ

ント対策で前に出る」「三角形のバランスを保ってフェ

イントに対応する」といった攻撃で増えてきたフェイ

ントの案の対策を考える生徒が増えてきた

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ルルーールルのの変変容容

リーグ戦である程度チームの作戦やゲーム理解が深

まってきたため試合が白熱してきた そのため勢い余

ってネットにぶつかる生徒が出てきた ワークシート

のコメント欄に「○○くんが突っ込んできて危ない」

と記入した生徒がいた 人の生徒がぶつかってけが

をしそうになったことを受けて授業前に生徒に持ち掛

け タッチネットは相手の得点とするルールを採用し

た

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

時間目も同様にリーグ戦をおこなった 生徒の声

をもとに追加してきたルールが増えてきたので授業前

にいったんルールを書き出して整理した

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の生徒の気づいたこと（感想）には 「言葉

は大切だ」「声かけをする メンバーの役割を決める」

（資料 ）といった連携面でのコメントが多く見られ

た 自分たちの連係ミス 声かけミスでたくさん失点し

たことでチームワークについてのコメントが発生した

と考える 相手のコートに落とす工夫には 「トスを打

ちやすいように少しふわっとさせる 相手の取りにく

いところに打ちやすいようにトスも場所を考える 」と

いったトスについてのコメントが増え始め また「サー

ブでネットの上をかすらせて落とす」「うまくネットを

利用する」といったネットを利用した攻撃をコメント

する生徒が少し出てきた これは 前時間までのゲーム

中心で授業を展開してきて 偶然だがネットを利用す

る形での得点が発生したため見えてきたコメントであ

ると考える 自分のコートに落とされない工夫には

「あえてスペースを空けてそこを狙わせてキャッチを

する」「少し間をあけてそこに打ってもらってキャッチ

をする」といったわざと空いているスペースを見せて

おいて そのスペースに打ち込まれたところをキャッ

チするといった守備側にもフェイントの概念が発生し

たと考える また 初めは相手を見て打つことに対して

のコメントが少なかったため このコメントは生まれ

なかったが 相手のレベルが上がり守備側の立ち位置

を確認してから打つようになったことで守備側もそれ

を利用する作戦が生まれた このことから 攻守ともに

レベルアップしたと考えられる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ルルーールルのの変変容容

前回の授業では 勢い余ってネットに突っ込む生徒

が現れたため けがの発生を防止することを見込んで

タッチネットは相手の得点とするルールを追加したが
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このルールを受けて ネットには触れていないが触れ

そうになるとネットの下をくぐり相手コートに侵入す

る生徒が少し現れた ネットには触れていないため相

手の得点にならないのでは？といった意見が生徒の中

で出てきて疑問が生じたため パッシング・ザ・センタ

ーラインのルールを生徒に話し センターラインを踏

み越えたときは相手の得点とするルールを採用した

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦（（作作戦戦決決めめ））】】

時間目からは ゲームを始める前にチームで作戦

会議をおこない 自分のチームが攻撃を主体とするチ

ームでいくのか それとも守備を主体とするチームで

いくのかを話し合ってホワイトボードの得点表の横に

記入させた すると自分のチームが攻撃を主体とする

チームで作戦を立てたチームは の チーム

自分のチームが守備を主体とするチームで作戦を立て

たチームは の チームという結果になった （表

）

表表 時時間間目目リリーーググ戦戦対対戦戦表表

攻攻撃撃

〇

－

●

－

〇

－

●

―

●

－

攻攻撃撃

●

－

〇

－

〇

－

●

－

●

－

守守備備

〇

－

●

－

●

－

●

－

△

－

攻攻撃撃

●

－

●

―

〇

－

●

－

●

－

守守備備

〇

－

〇

－

〇

－

〇

－

〇

－

攻攻撃撃

〇

－

〇

－

△

－

〇

－

●

－

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目からは自分たちでチームの作戦を立ててリ

ーグ戦をおこなったため気づいたこと（感想）には 作

戦についてのコメントが多く見られた 攻撃の作戦を

立てた チームは 勝 敗という結果になった この

結果を見て チームの生徒のコメントは 「攻撃に集

中しすぎて 守備まで頭がまわらなかった」（資料 ）

と記入している また 守備の作戦を立てた チームは

全勝という結果になった チームのコメントには

「失点が少なくなっていってとてもよかった」（資料 ）

と記入している 最後に生徒全体でホワイトボードを

見ながらの話し合いをしたところ「守備の作戦を立て

たほうが強いんじゃないかな？」や「次回の授業はも

っと攻撃に力入れて守備チームを倒す」「攻撃チーム

が点をたくさん入れてるから次回は守備で攻撃チーム

を抑える」といった意見が上がった 特に チームは

守備の作戦を立て ゲームでは味方にだけわかるよう

なサインを出していた サインによって誰が打つか 配

置をどうするかなどの作戦を立てていた

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ルルーールルのの変変容容

時間目まで毎時間ルールの変容をおこなってきた

が 時間目はルールについての意見は出なかった こ

の結果より 時間目までに定めたルールで生徒たちの

キャッチバレーは満足いくものに変わっていったと示

唆される

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦（（ままととめめ））】】

時間目も 時間目と同様に チームで作戦会議をお

こない 自分のチームが攻撃を主体とするチームでい

くのか それとも守備を主体とするチームでいくのか

を話し合ってホワイトボードの得点表の横に記入させ

た すると 前回の結果を踏まえて 攻撃を主体とする

チームは の チーム 守備を主体とするチーム

は の チームに分かれた 前回の授業から変更

したチームは の チームで チームは前回優勝

した チームを見て守備をがんばろうと作戦を変更し

た チームは守備で作戦を立てたが守り切れず負け

てしまったためひたすら攻撃する作戦に変更した

チームは前回の気づいたこと（感想）にもかいてあっ

た通り攻撃に集中して守備ができなかったため守備に

変更した （表 ）

前回守備チームが優勝したのでそれを受けて「守っ

たほうが強い」と考えるチームもあれば「もっと攻撃

したい」と考えるチームもいた

※赤文字での記入が前回から作戦を変更したチーム

ルルーールルのの変変容容

時間目の終わりに サーブを投げ入れるようにして

からネットの真下から投げ入れて落とす人が増えた

という意見が上がってきた ボールが届かない生徒も

いるため投げる位置は指定しなかったが この時間か

らはコートの後ろから投げ入れるよう統一した

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

時間目も前回同様にリーグ戦をおこなった 生徒

はある程度ルールもわかってきてゲームも白熱してき

た

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の生徒の気づいたこと（感想）には 「○○

くんがサーブに回転をかけていた」「サーブやアタック

の勢いが点を取るのに大切だと思った」（資料 ）とい

った技能に触れるようなコメントが多く見られた サ

ーブに回転をかけることや勢いをつけることで相手の

ミスを誘発し得点を重ねていくことができる 相手の

コートに落とす工夫では 多くの生徒が「アタックをい

ろんな人がすると読まれにくい（ 人打つ人を決める

と読まれてしまう）」「スパイクを打つとき タイミング

をずらすために相手をよく見てスパイクをする」とい

ったフェイントに触れるようなコメントが見られた

また 自分のコートに落とされない工夫では 「フェイ

ント対策で前に出る」「三角形のバランスを保ってフェ

イントに対応する」といった攻撃で増えてきたフェイ

ントの案の対策を考える生徒が増えてきた

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ルルーールルのの変変容容

リーグ戦である程度チームの作戦やゲーム理解が深

まってきたため試合が白熱してきた そのため勢い余

ってネットにぶつかる生徒が出てきた ワークシート

のコメント欄に「○○くんが突っ込んできて危ない」

と記入した生徒がいた 人の生徒がぶつかってけが

をしそうになったことを受けて授業前に生徒に持ち掛

け タッチネットは相手の得点とするルールを採用し

た

（（ ））【【 時時間間目目 リリーーググ戦戦】】

時間目も同様にリーグ戦をおこなった 生徒の声

をもとに追加してきたルールが増えてきたので授業前

にいったんルールを書き出して整理した

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の生徒の気づいたこと（感想）には 「言葉

は大切だ」「声かけをする メンバーの役割を決める」

（資料 ）といった連携面でのコメントが多く見られ

た 自分たちの連係ミス 声かけミスでたくさん失点し

たことでチームワークについてのコメントが発生した

と考える 相手のコートに落とす工夫には 「トスを打

ちやすいように少しふわっとさせる 相手の取りにく

いところに打ちやすいようにトスも場所を考える 」と

いったトスについてのコメントが増え始め また「サー

ブでネットの上をかすらせて落とす」「うまくネットを

利用する」といったネットを利用した攻撃をコメント

する生徒が少し出てきた これは 前時間までのゲーム

中心で授業を展開してきて 偶然だがネットを利用す

る形での得点が発生したため見えてきたコメントであ

ると考える 自分のコートに落とされない工夫には

「あえてスペースを空けてそこを狙わせてキャッチを

する」「少し間をあけてそこに打ってもらってキャッチ

をする」といったわざと空いているスペースを見せて

おいて そのスペースに打ち込まれたところをキャッ

チするといった守備側にもフェイントの概念が発生し

たと考える また 初めは相手を見て打つことに対して

のコメントが少なかったため このコメントは生まれ

なかったが 相手のレベルが上がり守備側の立ち位置

を確認してから打つようになったことで守備側もそれ

を利用する作戦が生まれた このことから 攻守ともに

レベルアップしたと考えられる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ルルーールルのの変変容容

前回の授業では 勢い余ってネットに突っ込む生徒

が現れたため けがの発生を防止することを見込んで

タッチネットは相手の得点とするルールを追加したが
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り切れていた 以上の内容から キャッチバレーを楽し

むことのできる環境を与えることが出来たと考察でき

る

【【手手立立てて③③】】

メメイインンゲゲーームム中中心心でで試試行行錯錯誤誤をを積積みみ重重ねねるる

メインゲームを中心に授業を展開し 生徒たちが試

行錯誤できる時間を確保することが出来た 時間

目で「ルール理解」の時間を取ったが ゲームをおこな

いながらルールが確認できて 生徒からも 時間目で

はルールを理解できたとコメントが多く発生した

時間目以降は「ゲーム理解」を狙いとしてたが 学

習カードには 「たくさん試合をして もっとどうしな

ければいけないのかを考えれた」（資料 ）とコメン

トした生徒もいた このことから メインゲーム中心で

試行錯誤を積み重ねることが出来たと考察できる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

【【手手立立てて④④】】

仲仲間間同同士士でで意意見見をを伝伝ええ合合うう時時間間のの設設定定

実際にゲームをおこなって試合ごとに作戦や反省を

する時間を 分 秒取ることで 次のコートに移動し

ながらも「次はさっきのチームがやっていたのを真似

してやってみよ」といった会話が見られた また 授業

後にリーグ戦表を見せて今日に試合の振り返りをチー

ムで話し合うことで次の作戦や戦術を考えることが出

来た

ⅦⅦ 成成果果とと課課題題

（（ ））生生徒徒のの実実態態のの変変容容

実習前に実施した「体育（キャッチバレー）の授業

は楽しいですか？」に対応するように実習後に「体育

（キャッチバレー）の授業は楽かったですか？」とい

うアンケートを実施した 結果は図 の通りである

図図 アアンンケケーートト結結果果

実習前のアンケートには①とても楽しい②楽しいと

回答した生徒は 割満たなかったのに対して 実習後

のアンケートでは①や②と回答した生徒が 割以上に

も上った

人の生徒のみが④のあまり楽しくなかったと回答

し「ずっと同じチームだったから」という理由であっ

た

（（ ））形形成成的的授授業業評評価価ににつついいてて

自身の体育の授業を診断するために形成的授業評価

をおこなった 長谷川 ） 従来その方法としては

授業の事実を組織的に観察 記録する方法と 授業を受

けた子どもに評価させる方法との つが適用されてい

た 高橋・岡沢 ）そのうちの子どもによって授業

を評価させる方法を使用した

表 は 形成的評価の 因子を示している 長谷

川 ボール運動は器械運動 陸上運動 ボール運

動の中で一番「意欲・関心」が高く評価されたことに

ついて ボール運動の授業では 子どもは楽しさの経験

を得やすいが 一方で目当てをもった学習が実践しに

くいとしている

表表 形形成成的的評評価価のの 因因子子

因子名 特徴

成果
授業での子どもの技能学習や認識

学習の成果 それに伴う感動

学び方
子どもの学習に対する自律的な取

り組み方

協力
子ども同士の肯定的・協力的な人

間関係

意欲・関心

子どもが授業に意欲的に参加し

楽しさを味わうことができたかど

うか

（（ ））形形成成的的授授業業評評価価のの変変容容

図 の結果から 生徒たちは回数を重ねることに良

い授業だと実感している それに反して 回目の実践

表表 時時間間目目リリーーググ戦戦対対戦戦表表

攻攻撃撃

△

－

〇

－

●

－

〇

－

●

－

守守備備

△

－

〇

－

●

―

●

―

●

―

攻攻撃撃

●

―

●

―

●

－

●

－

●

―

守守備備

〇

－

〇

－

〇

－

〇

－

●

－

守守備備

●

－

〇

－

〇

－

●

―

●

－

攻攻撃撃

〇

－

〇

－

〇

－

〇

－

〇

－

生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の気づいたこと（感想）には 自分たちが立

てた作戦の感想が多く書かれていた 作戦を攻撃から

守備に変更した チームは「守備重視でやったらよく

なった」（資料 ）とコメントしていた また「相手に

よって守備か攻撃型で分ける」（資料 ）といった相

手によって自分たちの作戦を変えていく必要があると

感じた生徒もいた

前回全勝をした チームが今回はうまく勝てなかった

が「攻撃に押されてしまった」とコメントしているた

め このことから守備を上回る攻撃の作戦が出てきた

ことがわかる

守備チームは比較的失点が少なく 攻撃チームは得点

が多く取れている傾向にある 相手のコートに落とす

工夫には フェイントの種類をコメントする生徒がい

た 「見てる方向と違う方向にトスを上げる」 「二人

走ってきて奥の選手にトスを上げる」など攻撃のバリ

エーションが増えた 自分のコートに落とされない工

夫には 「スパイクを打つ選手によって配置を変える」

といった相手依存のコメントが多く見られた 授業の

初めは自分のチームの内容が多かったが 後半になる

につれて相手チームのコメントが増えてきた これは

キャッチバレーを理解してある程度まわりを見る余裕

が増えてきたと考える また 最後には「仲間と協力し

て守る」や「声を掛け合う」といった仲間に向けたコ

メントも多数見られた

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ⅥⅥ 考考察察

本研究では ゲーム中心の授業において 運動特性を

楽しみ 戦術的な気づきに触れることを通して 一人ひ

とりが運動（球技）の楽しさに気づくだろうという仮

説を立てた 事前に立てた つの手立てを中心に考察

を進める

【【手手立立てて①①】】

生生徒徒がが今今持持っってていいるる技技能能でで参参加加ででききるるルルーールルのの工工夫夫

ルールを簡単にすることで「キャッチできない」や

「ゲームに参加できない」という生徒は現れなかった

学習カードからは「キャッチすることでみんな楽しめ

てよかった」（資料 ）というコメントも見られた

このことから 生徒が今持っている技能で参加できる

ルールであったことが考察できる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

【【手手立立てて②②】】

運運動動（（球球技技））をを楽楽ししいいとと感感じじるるたためめのの環環境境のの工工夫夫

ネットの高さを調整することで ブロックが届かな

い生徒やスパイクが打てない生徒が現れず 誰でも攻

撃に参加することが出来た また コートのサイズを調

整することで 人でバランスをとることで誰でも守
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り切れていた 以上の内容から キャッチバレーを楽し

むことのできる環境を与えることが出来たと考察でき

る
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目で「ルール理解」の時間を取ったが ゲームをおこな

いながらルールが確認できて 生徒からも 時間目で

はルールを理解できたとコメントが多く発生した

時間目以降は「ゲーム理解」を狙いとしてたが 学

習カードには 「たくさん試合をして もっとどうしな

ければいけないのかを考えれた」（資料 ）とコメン

トした生徒もいた このことから メインゲーム中心で

試行錯誤を積み重ねることが出来たと考察できる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））
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する時間を 分 秒取ることで 次のコートに移動し

ながらも「次はさっきのチームがやっていたのを真似

してやってみよ」といった会話が見られた また 授業

後にリーグ戦表を見せて今日に試合の振り返りをチー

ムで話し合うことで次の作戦や戦術を考えることが出

来た

ⅦⅦ 成成果果とと課課題題

（（ ））生生徒徒のの実実態態のの変変容容

実習前に実施した「体育（キャッチバレー）の授業

は楽しいですか？」に対応するように実習後に「体育

（キャッチバレー）の授業は楽かったですか？」とい

うアンケートを実施した 結果は図 の通りである

図図 アアンンケケーートト結結果果

実習前のアンケートには①とても楽しい②楽しいと

回答した生徒は 割満たなかったのに対して 実習後

のアンケートでは①や②と回答した生徒が 割以上に

も上った

人の生徒のみが④のあまり楽しくなかったと回答

し「ずっと同じチームだったから」という理由であっ

た

（（ ））形形成成的的授授業業評評価価ににつついいてて

自身の体育の授業を診断するために形成的授業評価

をおこなった 長谷川 ） 従来その方法としては

授業の事実を組織的に観察 記録する方法と 授業を受

けた子どもに評価させる方法との つが適用されてい

た 高橋・岡沢 ）そのうちの子どもによって授業

を評価させる方法を使用した

表 は 形成的評価の 因子を示している 長谷

川 ボール運動は器械運動 陸上運動 ボール運

動の中で一番「意欲・関心」が高く評価されたことに

ついて ボール運動の授業では 子どもは楽しさの経験

を得やすいが 一方で目当てをもった学習が実践しに

くいとしている

表表 形形成成的的評評価価のの 因因子子

因子名 特徴

成果
授業での子どもの技能学習や認識

学習の成果 それに伴う感動

学び方
子どもの学習に対する自律的な取

り組み方

協力
子ども同士の肯定的・協力的な人

間関係

意欲・関心

子どもが授業に意欲的に参加し

楽しさを味わうことができたかど

うか

（（ ））形形成成的的授授業業評評価価のの変変容容

図 の結果から 生徒たちは回数を重ねることに良

い授業だと実感している それに反して 回目の実践
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生生徒徒かかららのの意意見見

時間目の気づいたこと（感想）には 自分たちが立

てた作戦の感想が多く書かれていた 作戦を攻撃から

守備に変更した チームは「守備重視でやったらよく

なった」（資料 ）とコメントしていた また「相手に

よって守備か攻撃型で分ける」（資料 ）といった相

手によって自分たちの作戦を変えていく必要があると

感じた生徒もいた

前回全勝をした チームが今回はうまく勝てなかった

が「攻撃に押されてしまった」とコメントしているた

め このことから守備を上回る攻撃の作戦が出てきた

ことがわかる

守備チームは比較的失点が少なく 攻撃チームは得点

が多く取れている傾向にある 相手のコートに落とす

工夫には フェイントの種類をコメントする生徒がい

た 「見てる方向と違う方向にトスを上げる」 「二人

走ってきて奥の選手にトスを上げる」など攻撃のバリ

エーションが増えた 自分のコートに落とされない工

夫には 「スパイクを打つ選手によって配置を変える」

といった相手依存のコメントが多く見られた 授業の

初めは自分のチームの内容が多かったが 後半になる

につれて相手チームのコメントが増えてきた これは

キャッチバレーを理解してある程度まわりを見る余裕

が増えてきたと考える また 最後には「仲間と協力し

て守る」や「声を掛け合う」といった仲間に向けたコ

メントも多数見られた

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

ⅥⅥ 考考察察

本研究では ゲーム中心の授業において 運動特性を

楽しみ 戦術的な気づきに触れることを通して 一人ひ

とりが運動（球技）の楽しさに気づくだろうという仮

説を立てた 事前に立てた つの手立てを中心に考察

を進める

【【手手立立てて①①】】

生生徒徒がが今今持持っってていいるる技技能能でで参参加加ででききるるルルーールルのの工工夫夫

ルールを簡単にすることで「キャッチできない」や

「ゲームに参加できない」という生徒は現れなかった

学習カードからは「キャッチすることでみんな楽しめ

てよかった」（資料 ）というコメントも見られた

このことから 生徒が今持っている技能で参加できる

ルールであったことが考察できる

資資料料 生生徒徒のの気気づづいいたたこことと（（感感想想））

【【手手立立てて②②】】

運運動動（（球球技技））をを楽楽ししいいとと感感じじるるたためめのの環環境境のの工工夫夫

ネットの高さを調整することで ブロックが届かな

い生徒やスパイクが打てない生徒が現れず 誰でも攻

撃に参加することが出来た また コートのサイズを調

整することで 人でバランスをとることで誰でも守
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教科指導重点コース 造形・創造科学系

蜂須賀季鈴

1.主題設定の理由 

1-1.「易しいゲーム」の教材開発理由 

中学校学習指導要領（平成 年告示）解説保健体

育編では、「豊かなスポーツライフを実現する」こと

を目指している。そのための資質・能力を育てるため

の記述が次の通りである。

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力

を育てるためには、体を動かすことが，情緒面や知

的な発達を促し，集団的活動や身体表現などを通し

てコミュニケーション能力を育成することや，筋道

を立てて練習や作戦を考え，改善の方法などを互い

に話し合う活動などを通して論理的思考力を育むこ

とにも資することを踏まえ，運動の楽しさや喜びを

味わえるよう基本的な運動の技能や知識を確実に身

に付けるとともに、それらを活用して、自他の運動

の課題を解決するなどの学習をバランスよく行うこ

とが重要である。（下線部は筆者が引いた）

このことを踏まえ、私は「誰でも運動の楽しさや喜

びを味わえる保健体育科の授業づくりを大切にして、

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力、

特に、コミュニケーション能力を育成したい」と考え

る。しかし、私が目指す保健体育科の授業づくりは簡

単ではないと考える。それは「コミュニケーション能

力の育成」や「誰でも運動の楽しさや喜びを味わう」

と言葉では分かりそうなことでも、実践の場でどのよ

うに他者と運動中などでの関わり合いから生まれる学

びを創るのか、とても難しいと考えるからである。さ

らに、誰もが運動の楽しさや喜びを味わう授業を本当

に創れるのかと悩んだからだ。教職大学院の授業や実

習を通して、その実現の鍵は競技スポーツからの解放

にあると考えた。競技スポーツを行う保健体育科の授

業は、競技スポーツで使用する技能を求め、競技スポ

ーツのルールで行うことになる。このような授業では、

運動が得意な生徒だけで授業が成り立ち、運動が苦手

な生徒、ボールが怖い生徒などは、保健体育科の学び、

他者と運動中などでの関わり合いから生まれる学びの

機会は失われ、豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力を育てることは難しいと考える。そこで

私は競技ではない球技の教材として「易しいゲーム」

に着目して、「誰でも運動の楽しさや喜びを味わえる

保健体育科の授業を創りたい」と考えた。

1-2.「易しいゲーム」とは 

「易しいゲーム」について小学校学習指導要領（平

成 年告示）解説体育編（以下、「小学校解説」と

する）に次の記述がある。

ボールゲームでは，その行い方を知るとともに、簡

単なボール操作と簡単な攻めや守りの動きなどのボ

ールを持たないときの動きによって，コート内で攻

守入り交じって，的やゴールに向かってボールを投

げたり蹴ったりする簡単な規則で行われる易しいゲ

ーム（以下省略）

競技スポーツのように公式なルールでゲームを行う

とすると、必要となる技能が高くなり、すべての生徒

がゲームを楽しむことは困難である。そこで、保健体

育科における「易しいゲーム」を開発及び実践を行う

ことにより、すべての生徒が競技ではなく球技を学ぶ

ことができ、 私が目指す授業に近づくことができる

と考えた。本研究では、ゴール型球技の「易しいゲー

ム」の教材開発と実践を行った。なお、本研究の「易

しいゲーム」とは先の小学校解説の考え方を採用する

とともに、生徒の学びの状況に応じて変えるものとす

る。

2.研究実践 

2-1.研究目的 

本研究の目的は、ゴール型球技の「易しいゲーム」

の教材開発と実践を行い、誰でも運動の楽しさや喜び

を味わえる保健体育科の授業づくりを目指すことであ

る。

2-2.研究仮説 

ゴール型球技の「易しいゲーム」の教材開発と実践

を行うこと（必要な手立てを施した実践）により、誰

もが運動の楽しさや喜びを味わえる保健体育科の授業

づくりを目指すことができるであろう。なお、誰もが

運動の楽しさや喜びを味わえるということは、本研究

の「易しいゲーム」は「体育」の見方・考え方にとど

まらず、「運動」や「球技」の見方・考え方への効果

の範囲を広げ、豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力の育成につながるであろう。

2-3. 実践の手立て 

 本研究では、「易しいゲーム」の開発を「手立て 」

とする。しかし、教材の開発だけでは実践はできない。

実践化を図るには、豊かなスポーツライフを実現する

ための資質・能力、特にコミュニケーション能力の育

ゴゴーールル型型球球技技ににおおけけるる「「易易ししいいゲゲーームム」」のの教教材材開開発発とと効効果果にに関関すするる研研究究

――中中学学校校第第 学学年年のの授授業業実実践践よよりり――

では関心・意欲と学び方が に下がっている 同じ形

式でリーグ戦を続けてきて新鮮味がなくなってきたの

ではないかと考えている この結果からゲーム中心の

授業を展開する中でも何か変化を加えることが必要な

のではないかということが考えられる その中で 時

間目で に戻ってきたのは リーグ戦の前にチームで

の作戦を立てて ホワイトボードに記入することで前

時間から少しだけ変化が加わり 新鮮味が生まれた

からではないかと考察できる

図図４４ 形形成成的的授授業業評評価価

（（ ））課課題題

本実践では 実践後にアンケートをおこなった 割

以上の人が楽しかったと回答した中 人の生徒があ

まり楽しくなかったと回答した 理由は同じチームば

かりという理由であったが チーム編成の点において

もう少し配慮が必要であったと反省している

また 時間目の授業では ルールを簡易的にして

伝えたもののルールを徹底させることが出来ず 生徒

からどうしたらいいですか？という声をたくさんいた

だいた 初めのルール説明の段階で何を一番考えてほ

しいのか 伝えたいことを明確にする必要があった そ

のため 中盤から終盤にかけてルールは丁寧に毎回伝

えることをおこなったため もう少し効率よくゲーム

に入ることが出来たのではないかと考える

そして 形成的授業評価の結果からもわかるように

ゲーム中心の授業を展開する際に変化を加える必要が

あったのではないかと反省している

以上 点を踏まえて 生徒に伝えることをもっと明

確にはっきりと伝えること 生徒一人ひとりに目を向

けて配慮を怠らないことを目標に頑張って行きたい

ⅧⅧ 終終わわりりにに

本研究では 生徒が今持っている技能で参加するこ

とが出来るゲームを設定した そして 戦術的な気づき

に着目しながらゲーム中心の授業を展開していくこと

で 生徒たちに運動（球技）をすることは楽しいと感じ

てもらうことを目的として研究をおこなった

本実践では 簡単なルールを提示し 誰でも参加でき

る授業を展開したことで 生徒たちができることを増

やし 全員が積極的に参加していくことができた そし

て 運動の特性である楽しさを感じさせることが出来

たと考えられる 今後も 生徒が積極的に参加し 楽し

いと感じる体育の授業づくりをおこなっていきたい
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